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　世界経済のグローバル化に伴って，企業活動の幅が広がった結果，製品の原産国が多様化して
いる。ライセンス契約が増え，ライセンスを受けた他国のメーカーがその国で生産・販売をする
ことも多くなった。このような状況の中で原産国情報が消費者の購買行動にどのような影響を与
えるかをみていくことは今後のマーケティングを行う上で重要である。
　本研究は，国際経営戦略の観点から原産国イメージが消費者の購買行動にどのような影響を与
えるかを論じることである。さらに，日・中の消費者購買行動における特徴を分析し，その戦略
的な含意を論じることでもある。過去の原産地効果に関する多数の先行研究では，原産地効果の
検証や製造国イメージが消費者の製品品質知覚や購買行動に与える影響について議論されていた。
しかしながら国際経営論，国際マーケティング論の研究では，その重要性の高まりにもかかわら
ず，現在でも発展的研究はあまり多くない。国際マーケティング論的観点からすると，消費者の
製品評価に影響する原産地効果の理解は学問的にも極めて興味深い。
　第 1 章では，序論として本論文のマーケティング論，消費者行動論の中での位置づけと研究の
目的などを述べる。国内マーケットとは異なるグローバル・マーケットの独特な環境と消費者行
動を理解しながら，原産地効果によるマーケティング戦略を構築しなければならないと考えられ
る。
　また，原産地イメージに関する基礎的概念を理論的に整理する第 2 章では，主に既存研究のレ
ビューを行う。原産地の概念は複数の要因で構成されている。また，製品の国籍判断が複雑さを
増しているゆえに，複合情報を明確に捉え，合理的な原産地効果の研究が重要な課題である。
　第 4 章では，どの要因が原産地効果を発生させるか，原産地効果に影響を与えるかについて述
べる。その問題と関連して既存研究から見出された要因は，製品・消費者・製造国に分類できた。
製品次元によって，全般的な製品，製品階層，特定製品類型などに分類し，それぞれ異なる評価
がなされた。原産地効果に影響する消費者側の要因として，性別，年齢，教育水準，所得水準な
ど人口統計学的特性が取り上げられた。そして，製造国の特性による原産地効果の影響は具体的
には，「経済開発水準」，「文化および政治状況」，「原産地の信念体系と知覚の類似性」にある。
　第 5 章では，原産地イメージが製品やブランドへの態度に対して直接・間接に作用し，ハロー
効果を引き起こし，原産地効果による相互作用効果に関して指摘した。そして，第 6 章では，流
通やマーケット・シェア，市場価格水準などいくつもの基準をもって，原産地情報と市場成果と
の関連性を論じている。
　第 7 章では，原産地イメージの製品評価に関する仮説を検証するために，日中両国消費者にア
ンケート調査を実施した。また，外来製品に対する日中両国の消費者の購買性向を比較するため
に，「国イメージ」「信念」「態度」「購買意図」「参考価格」という 5 つの項目を取り上げている。
　分析では，データを集計して特徴を把握するために記述統計分析を行っている。そして，諸変
数間の相関関係を考慮し，共通因子の抽出や信頼性検定のために因子分析，相関分析，信頼性分
析をそれぞれ行っている。最後に，価格による原産地効果の影響を検定するため，独立サンプル
t 検定を行っている。
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　統計分析では，極めて興味深い結果が出た。日中両国の消費者とも日本製に対して高く評価し
ている。中国の消費者は，日本製に対する抵抗感より親密感が強まっていることを示している。
また，日中両国の消費者とも外来製品に対し異なるイメージを持っており，原産地効果が現れる
ことが証明されている。さらに諸変数の間には，多くの場合有意な正の相関関係が現れている。
製品価格については，製品関与度の差，原産地効果の存在などが明らかになっている。
　その結果を用いて，本研究の目的として，日本企業が中国市場に進出する際に，また，中国企
業が日本市場に進出する際に，原産地によるマーケティング戦略にいくつか助言ができるように
なった。つまり，日本企業が中国の市場へ更に進出する際に，現地市場により深くコミットする
上で，「日本製」が生み出す優位性を維持しなければならない。家電製品のような買回品の場合
には，ブランドの魅力や特徴を中国の消費者に訴求していくことが原産地情報より重要であると
思う。中国企業は，コスト面での優位性があるが，他の企業の製品以上の独自性を打ち出し，さ
らに顧客のニーズを把握することが重要であると思う。
